
の問題の解き方

A 基本的な知識

B 資料等の読み取り方

C 基本的な考え方

本資料の活用の仕方

各問題について、次の のいずれかの内容を解説しています。B C

未 来 へ の 架 け 橋

問題文のイ、ロはいずれ
も戦争と産業発展の関係を
述べていることをつかみま
す。

↓
<資料Ⅱ>のグラフ中で、

イの軽工業、ロの重工業が
それぞれ発展した時期につ
いて考えます。

主な選挙法の
制定・改正
時期

選挙人の条件等

直接国税 年齢 性別

明治 １５円以上 ２５歳以上 男

大正 なし ２５歳以上 男

昭和 なし ２０歳以上 男女

① ②

<資料>の衆議院議員総
選挙の有権者数が、①、②
の時期に、大幅に増加して
いることがわかります。

↓
会話文中のイ、ロは、有

権者の資格について述べら
れていることをつかみます。

①と②で有権者数が大幅に増えているのは、
なぜだろう？

大日本帝国憲法 項目 日本国憲法

国家の元首 天皇 日本国・日本国民統合の象徴

天皇 主権者 国民

法律で制限できる
臣民としての権利

国民の
権利

永久不可侵の基本的人権

ハは、会話文中に「日本
国憲法が制定」「それ以前
と比べて」とあることから、
大日本帝国憲法との違いを
見いだすことが必要とわか
ります。また、問題文中に
指定された語句から「主
権」に着目する必要がある
とわかります。

<資料>中の有権者数の
大幅な増加には、影響を与
えた歴史的事象があり、そ
の要因として選挙法の改革
があったことと結び付けま
す。

「主権」が国民に移れば、
国民の意思を政治に反映さ
せやすくなます。

資料の変化を読み取り、変化に影響を与えた
歴史的事象を関連付ける力をみる問題

の問題の解き方

ｂ、ｄの期間で鉄道営業線の伸びが大きいのは、なぜだろう？

日清戦争 第一次世界大戦

交通の発達は戦争や
産業の発展と関連してい
ます。19世紀後半から
わが国では産業革命が進
展しました。<資料Ⅱ>
は、交通と産業との関連
を具体的に示したもので
す。

イが①で25歳以上の男
子、ロが②で20歳以上の男
女とわかります。

問題文中の指定された語
句に「意思」とあることか
ら、国民の意思を政治に反
映させやすくなったことを
記述すればよいとわかりま
す。

日本は19世紀後半から
軽工業が、20世紀初頭から
重工業がそれぞれ発展して
います。

↓
ｂの期間に日清戦争が、

ｄの期間に第一次世界大戦
がおこっています。これら
のことからイがｂ、ロがｄ
とわかります。

資料の変化を基に、特定した歴史的事象が
社会に与えた影響を説明する力をみる問題

資料Ⅱの鉄道営業線のグ
ラフの「変化」を分析しま
す。そのとき、「変化」を、
「全体」と「部分」とに分
けて見るようにします。

「全体」としては、鉄道
営業線のグラフは、ａ～ｄ
全ての期間で伸びています。
「部分」としては、ｂの期
間と、ｄの期間の「変化」
がａ、ｃに比べて著しく伸
びていることがわかります。

Point：産業革命と国民生活の変化を理解するには！
我が国の産業革命と国民生活の変化については、「原因」

と「結果」の関係で関連付けることが大切です。その際には、
「時期」に着目し、我が国の近代化に向けた動きを大観する
ことが大切です。 Point：我が国の民主化に向けた動きを理解するには！

国民の政治的自覚の高まりと平行して、選挙制度が 「いつ」
「何が」「どのように」変化したのかを、上の表のようにまと
めるなどし、それぞれを比較し共通点や差異点から歴史的意義
を考えることが大切です。

「変化」という言葉が
キーワードです。「変化」
には原因があります。政治、
経済、文化などの面から、
「変化」の原因を考えるこ
とが大切です。 ※写真

（端島炭坑）

問題文から、イ、ロので
きごとが、資料Ⅱのａ～ｄ
の期間のどこにあてはまる
かを明らかにしなければな
らないことをつかみます。

問題文から、会話文中の
イ～ハの空欄を補い、会話
文を完成させなければなら
ないことをつかみます。

①

②

※写真
（女性の投票風景）

A



東京都の昼夜間人口比率
が100%以上であることか
ら、イには、昼間人口が多
いことを答えればよいとわ
かります。

A 基本的な知識

B 資料等の読み取り方

C 基本的な考え方

本資料の活用の仕方

各問題について、次の のいずれかの内容を解説しています。B C

未 来 へ の 架 け 橋の問題の解き方

複数の資料から読み取れる地理的事象を関連
付け、地域的特色を説明する力をみる問題<写真Ⅰ>の解説に「大

型の機械を利用」とあり、
<写真Ⅱ>の解説に「広大な
農地」といった記述がある
ことがわかります。

アメリカの農業は、広大
な土地を、大型機械を使っ
て耕作するという特色があ
ります。

写真Ⅰ、Ⅱの解説から、
「大型の機械を使って、広
大な土地を耕作している」
内容を抜き出して記述すれ
ばよいとわかります。

アメリカの「農業従事者
数」は、日本の約２倍程度
ですが、「耕地面積」「穀
物生産量」は約40倍である
ことがわかります。

↓
このことから、アメリカ

の方が、「農業従事者一人
あたり」の「耕地面積」が
広いこと、「農業従事者一
人あたり」の「穀物生産
量」が多いとわかります。

＜

「一人あたり」とは、何をどのように求めればいいのだろう？

資料から読み取った地理的事象を他の地域に
あてはめ類推する力をみる問題

問題文中に「農業従事者
一人あたり」とあることか
ら、基準を農業従事者一人
あたりの「耕地面積」と
「穀物生産量」を求める必
要があるとわかります。

の問題の解き方

Point：統計資料から、地域的特色を見出すには！
上の図のように、地域間で比較したり、項目間で関連付け

たり、あるいはそれらを総合して分析することが大切です。
その際、「一人あたり」や「１k㎡あたり」など基準を合わせ
ることでより確かな特色がわかります。

農業従事者数の比率に比べ、耕地面積や穀物生産量の比率が大きい。

「大都市圏」では、交通
網の発達による人や物の移
動が盛んで、中心部では、
昼間人口が夜間人口に比べ
多くなる傾向が見られます。

会話文中に「共通した特
色」とあることから、同様
の傾向や規則性を見出す必
要があるとわかります。

主題図ｂから東京都への
流入人口の上位３県は全て
近隣であり、主題図ｃから
同３県は県外に働きに出た
り、通学したりしている人
の割合が高いことがわかり
ます。このことから、ロに
は「通勤・通学のために流
入する人口が多い」ことを
答えればよいとわかります。

ａ、ｂ、ｃの３枚の主題図を重ねてみると何が分かるだろう？

東京都は昼間人口が多い。昼間人口が多い地域の周辺には同様
の傾向が見られる。

大阪府だけでなく、京都
府も昼間人口が多いのだ
けど・・・

Point：地図をもとに地域的特色を見出すには！
上のように情報を地図化することで情報の分布が見えやす

くなります。また、地図上の情報を重ねてみることで規則性
が見えやすくなります。地図を見るときは「～な場所で、～
だ。」などの傾向を見つけることを大切にしましょう。

関東地方と同様の傾向が見られるのは、
京都府ではなく、大阪府の周辺地域だ
とわかる。

２枚の主題図を重ねるこ
とで見えてくる特色は！

□高速道路の近くでは、
工業が発達している。

近畿地方の主題図ｄから
昼間人口が多いのは、大阪
府、京都府とわかります。

↓
この２府のうち主題図ｅ

からは、大阪府の着色がな
いこと、主題図ｆからは、
大阪府の従業地・通学地が
他の府県である割合が低い
ことから、ハは、大阪府と
わかります。

問題文から、アメリカの
農業の特色について「農業
従事者一人あたり」の観点
から説明しなければならな
いことをつかみます。

問題文や会話文から、都
市部への昼間人口の流入の
理由を、主題図を比較して
説明しなければならないこ
とをつかみます。

※写真
（小麦の収穫風景）

※写真
（センターピポッド）

A



問題文や会話文から、図
Ⅱに示されたＰ市の「福祉
が充実したまちづくり」に
ついて、図Ⅰ中の語句を
使って空欄Ａにあてはまる
内容を考え、図Ⅱを完成さ
せることをつかみます。

A 基本的な知識

B 資料等の読み取り方

C 基本的な考え方

本資料の活用の仕方

各問題について、次の のいずれかの内容を解説しています。B C

未 来 へ の 架 け 橋
の問題の解き方

資料を基に、既得の知識を使って社会的事象
の要因を説明する力をみる問題

問題文からカードに示さ
れた国際連合の機関である
（Ｘ）を明らかにし、その
機関によって図Ⅲのように
決議案が否決された理由を
説明しなければならないこ
とをつかみます。

紛争解決のための機関に
「安全保障理事会」があり、
常任理事国（アメリカ、イ
ギリス、フランス、中国、
ロシア）には拒否権が認め
れています。常任理事国が
一カ国でも拒否権を行使し
た場合、決議案は可決され
ません。

↓
以上のことから（Ｘ）に

は、安全保障理事会を答え
ればよいとわかります。

社会的事象についての概念を使って、社会問
題の解決策を構想する力をみる問題

の問題の解き方

地方公共団体（＝Ｐ市）
の財源を増加させるには、
家計や企業からの税収を増
加させることが方策の一つ
だとわかります。

図Ⅰは経済の三主体間の
相互の関係を示していると
わかります。

↓
問題文と図Ⅱから、Ｐ市

は公共サービスを充実させ
ることによるまちづくりを
構想しているとわかります。

Point：図から経済活動を読み解くには！
図中の矢印→は交換のしくみを示しています。世の中には

各主体相互の生活が成立するように様々なしくみがあります。
各主体が提供できるもの・コトと、持続するために必要なも
の・コトの最適な組合せは何か？を見つけることが大切です。

問題文中の「しくみ」と
いう言葉がキーワードです。
「しくみ」を問われている
ということは「○○が～な
る（する）ことで、□□が
～なる（する）」といった
構造を示す必要があります。

↓
このことから、「常任理

事国である中国とロシアが
拒否権を使ったことで、決
議案が否決となった」とい
う構造であることがわかり
ます。

問題文から「紛争の解決
をめざす」採決であること、
その採決の際に「中国、ロ
シア」の二カ国の反対で決
議案が否決されていること
がわかります。

多くの国が賛成しているにもかかわらず、どうして決議案は否決
されたのだろう？

Point：国際機関の成り立ちを理解するには！
国際連盟や国際連合の成り立ちには、戦争などの歴史的な

できごとや戦争の影響による当時の国際情勢などが関係しま
す。そのため、上の表のように二つの機関を対照的に比較で
きるようにし、目的や加盟国、採決の方法等に違いがあるこ
とがわかるようにまとめておくことで、様々な説明に応用す
ることができます。

問２ 会話文の下線部について,図Ⅰは,家計と企業と地方公共団体の

関係を, 図Ⅱは,Ｐ市の「福祉が充実したまちづくり」に期待さ

れている効果を示している。図Ⅱの〔 Ａ 〕にあてはまる適切な

内容を,図Ⅰに示す語句を使って, 「家計が財やサービスを」の

書き出しで書け。

問６ 図Ⅲは,カード（Ｘ）における,紛争の解決をめざす重要な

議題に対する採決結果を示したものである。（Ｘ）にあては

まる語句を書け。また,図Ⅲのような結果になった理由を,決

議のしくみを踏まえて書け。

会話文からＰ市も財源に課題があることがわかります。

図Ⅱから、財源の確保がねらいであることがわかります。

①

どうすれば、Ｐ市の財源である税収を増やすことができるのだろう？

Ｐ市が図Ⅱに示されたま
ちづくりを構想する理由は、
会話文中の①から財源確保
のためだとわかります。

↓
図Ⅱの②から、Ｐ市が財

源を増やそうとしているこ
とがわかります。

ああ

いい

②

図Ⅱの から、Ｐ市へ
の転入者（＝新たな家計）
が増えれば税収も増え、自
主財源が増加するという構
想だとわかります。これは、
図Ⅰの の関係を利用し
たものだとわかります。

↓
この考え方を図Ⅱの

にも同様にあてはめて考え
ます。

あ

あ

い

図Ⅱの から、「Ｐ市への転入者（＝新たな家計）が
増えることで、地元企業からＰ市への税収が増加する」構
想になっていることがわかります。企業からＰ市への納税
額が増えるためには、地元企業の利益が増加する必要があ
ります。図Ⅰの から企業の利益は、家計からの代金と
わかります。Ｐ市への転入者の増加により、地元企業から
転入者への財やサービスの提供も増加します。そこで、指
定された語句を使えば、「家計が財やサービスを消費する
ことで、地元企業に支払われる代金が増えるために、Ｐ市
の税収も増える」という関係が成立するとわかります。

い

い

※写真
（国際連合旗）

A


